
東北農業研究 (Tohoku Agno. Re3)29, 211-212(1981)

リン ドウの移植育首による大苗生産
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リンドウにおける大苗生産は定植後の欠株,生育不良株

が少なく,初期収量の増加につながる重要なポイントであ

る。しかし,現状では 4月 上～中旬播種の直播き育苗が慣

行として行われており, このため大苗生産は必ずしも容易

でない。また,秋まで苗床を利用する関係から土壌消毒を

春に行う場合が多く,慣行より播種期が遅れ,さ らに大苗

生産が困難なことが多い。そこで大苗生産を目的とした早

期播種移植育苗における播種期及確 植時期を検討した結

果′移植時の苗の大きさ及び播種期が掘取 り時の苗の大き

さに及ぼす影響が大きいことが認められたのでその結果を

報告する。

2試 験 方 法

試験 I 播種期と移植時期 (55年 )
試験区 :

① 2月 10日播種,4月 21日移植

②  ″  ″ ,5月 20日 ″
③ 3月 10日 ″ ,4月 21日 ″

④  ″  ″ ,5月 20日 ″
⑤  ″ ″ ,6月 20日 ″
⑥ 4月 10日 直播 さ(慣行)

耕種概要 : ファイロンハウス内に電熱温床を設置し,
トンネル内に播種 した。播種用上は山土にピートモスを30

%(容積比 )混合したものを用い,用± 1〃 当たりOF複

合 5夕 を施用した。播種方法は育苗箱 (45× 36X10。 2)

当たり種子 1膨を散播し,覆土はピートモスを使用した。

移植距離は6X6“ ,施肥は県耕種基準に従った。
試験 I移 植時の苗の大きさ (54年 )
試験区 :

① 本葉2対時移植区 (5月 31日 移植,育苗日数44日 )
②  ″ 3″  ″ (6月 26日 ″ ,  ″ 70日 )
③  ″ 4″  ″ (7月 26日 ″ ,  ″ 1∞ 日)
④ 直播き
耕種概要 : 播種期は4月 17日 ,播種用上,方法,移植

距離,施肥量は試験 Iに準 した。

試験Ⅲ 移植後の温度 (54年 )
試験区 : ① 25℃  ② 20℃  ③ 15℃
耕種概要 : 播種期は 2月 1日 ,移植時期は 4月 10日 と

し,育苗箱に 4× 4“ 間隔で植え付け,各々の温度に設定

した恒温器内に入れた。播種用土,方法は試験 1に準t/た。

3 試 験 結 果
試験 I 播種期と移植時期
生育 : 7月 23日の調査では,葉数,最大業の大きさは,
同じ播種期の場合,移植時の葉数の少ない区ほど勝り,同

程度の葉数の苗を移植した場合,移植時期が早いはど勝る

傾向が認められた。

掘取り時の苗の大きさ: 大苗本数では4/10直播さ (慣
行)区に比べ, 2月 10日 播種区 (① ,②区)は

"%程
度多

く,移植時の葉数が4対以上で,移植時期の最も遅い3/10
→ 6/20(43対 )区 は17%少 なかった。
株当たり平均重量では7月 23日 の生育程度とはぼ同じ傾

向を示し,4/10直播き(慣行)区に比べ2/10→ 4/21(3

0対 )区が31%増 と最も重く,次いで3/10-4/21(20

対)区で12%増であった。2/10→ 5/211(39対 )区は大苗

本数は多かったが平均重量では4/10直播さ(慣行)区より

やや劣った。3/10→ 6/20(43対 )区は最も劣り,慣行区
の54%であった。

表 : 生育調査

鞭

”

ｍ

嗚

”

ｍ
一

一
一
二

一

表 2 苗の芽数別株数

表 3 苗の芽数別重量
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試験 Ⅱ 移植時の苗の大きさ

生育 : 葉数は本葉 4対時移植区が最も少なく,本葉 2

対時移植区 ,直播さ区,本葉 3対時移植区の順に多くなっ

た。最大葉の大きさは長さ,幅 ともに直播き区が最も大き

く,移植時の苗の大きさが大きいほど生育が劣った。

表 4 生育調査

掘取り時の芭の大きさ: 大苗本数では直播き区に比べ ,

本葉 2対時移植区,3対時移植区が同程度,本葉 4対時移

植区が50%と 劣った。また,小苗,極小苗は移植時の苗が

大きいはど多くなり,特に本葉 4対時移植区は直播き区の

5倍以上であった。

5月 15日の最終調査では,葉数は25℃区がやや少なく,
最大葉の大きさでも25℃ 区が最も小さく, 次いで20℃ 区
で,15℃ 区が最も大きくなった。また,15℃ 区は全く欠株
がなかったが,20℃ は8%,25℃ は,0%の 欠株率であっ

頃までとなると慣行育苗と大差のない苗となる。移植後の

育苗温度 (気温 )は本試験の範囲内では15℃が適温である

と考えられた。

移植育苗は移植労力はかかるが,除草,間引労力が大幅
に軽減され,種子量も直播き育苗の20%と 少なくて済み ,
春の上壌消毒期間も十分とれる利点がある。

表 6 苗の芽数別重量

注 重量は葉を含めた重量

株当たり平均重量は直播き区が最も重く,本葉 2対時移
植区, 3対時移植区が直播き区の

"%程
度 ,本葉 4対時移

植区が 70%であった。

試験Ⅲ 移植後の温度

表 7 生育調査

た。主根長,側根数 ,重量においても15℃ 区が勝っていた。

4 ま  と  め

以上の結果,大苗生産を目的とした移植育苗における播

種期は 2月 中旬～ 3月 上旬 ,移植時期は本葉 2～ 3対 (4

月中～下旬 )が適当と思われる。また,移植時期は4月 中

旬以降であれば早いほど大苗生産に適しているが 5月下旬
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表 5 苗の芽数別株数

試醸直
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